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３面

今月の主なニュース

正
し
い
情
報
を
判
断
の
助
け
に

　

現
在
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
は
当
事
者
に
委
ね
ら
れ
て

い
る
が
、
安
全
性
へ
の
不
安
な

ど
か
ら
接
種
を
迷
っ
て
い
る
保

護
者
も
多
い
だ
ろ
う
。
子
宮
頸

が
ん
に
よ
る
39
歳
以
下
の
死
亡

数
が
年
間
約
２
０
０
人
を
数
え

る
と
い
う
現
実
も
踏
ま
え
、
信

頼
で
き
る
情
報
を
も
と
に
、
保

護
者
が
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
と

リ
ス
ク
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
接

種
を
判
断
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
現
在
日
本
で
承
認
さ

れ
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
で
は
、
16

型
、
18
型
以
外
の
ハ
イ
リ
ス
ク

型
ウ
イ
ル
ス
を
予
防
で
き
な
い
。 

そ
の
た
め
２
次
予
防
と
し
て
、

20
歳
に
な
っ
た
ら
子
宮
が
ん
検

診
を
少
な
く
と
も
２
年
に
一
度

受
診
し
、
が
ん
に
な
る
手
前
の

前
が
ん
病
変
を
発
見
し
、
早
期

に
治
療
す
る
必
要
が
あ
る
。
子

宮
頸
が
ん
治
療
に
必
要
な
手
術

や
化
学
療
法
は
将
来
の
妊
娠
、

出
産
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
併
せ
て
子
宮
が
ん
検
診

に
も
向
き
合
っ
て
ほ
し
い
。

（
取
材
協
力
：
当
協
会
婦
人
検
診

部
部
長
・
藏
本
博
行
）

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
、
因
果
関
係
は
不
明
な
が
ら
持
続

的
な
疼
痛
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
２
０
１
３
年
６
月
よ
り
積
極
的

な
接
種
勧
奨
は
差
し
控
え
ら
れ
て
い
る（
表
１
）。
そ
の
間
に
も

年
間
１
万
人
以
上
が
罹
患
し
、
約
２
、
８
０
０
人
が
死
亡
し
て

い
る（
図
１
）現
実
を
前
に
、
接
種
対
象
者
と
保
護
者
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
ど
う
向
き
合
う
べ
き
な
の
か
。
海
外
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
事
情
を
は
じ
め
、
接
種
を
検
討
す
る
際
の
一
助
と

な
る
情
報
を
発
信
す
る
。�

（
医
療
ラ
イ
タ
ー　

北
林
あ
い
）

　

子
宮
頸
が
ん
の
95
％
は
Ｈ
Ｐ

Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
）
に
よ
る
も
の
で
、
性
交
渉

に
よ
り
感
染
す
る
。
性
交
経
験

が
あ
れ
ば
誰
で
も
感
染
リ
ス
ク

は
あ
る
が
、
多
く
は
自
己
免
疫

力
に
よ
り
体
の
中
か
ら
自
然
に

排
除
さ
れ
、
持
続
感
染
し
た
場

合
に
子
宮
頸
が
ん
を
発
症
す
る

こ
と
が
あ
る
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
１
０
０
種
類
を
超

え
、
発
が
ん
性
の
高
い
ハ
イ
リ

ス
ク
型
と
い
わ
れ
る
ウ
イ
ル
ス

は
14
種
類
ほ
ど 
（
16
・
18
・

31
・
33
・
35
・
39
・
45
・
51
・

52
・
56
・
58
・
59
・
66
・
68
型
）。

そ
の
中
で
子
宮
頸
が
ん
の
原
因

の
大
半
を
占
め
る
16
型
、
18
型

の
感
染
を
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

に
よ
り
約
70
％
予
防
で
き
る
。

予
防
に
は
性
交
前
の
接
種
が
有

効
と
さ
れ
、
定
期
接
種
対
象
年

齢
の
12
歳
～
15
歳
（
地
域
に
よ

り
多
少
の
違
い
が
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
お
住
ま
い
の
市
町
村

に
要
問
い
合
わ
せ
）で
あ
れ
ば
、

積
極
的
な
接
種
勧
奨
が
中
断
さ

れ
て
い
る
現
在
も
接
種
は
無
料

と
な
る
。

　

ま
た
、
成
人
女
性
（
接
種
対

象
は
40
歳
未
満
）
に
も
〝
追
い

か
け
接
種
〟と
し
て
奨
励
さ
れ
、

40
％
に
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ

れ
る
（
予
防
効
果
が
低
下
す
る

の
は
、
感
染
者
が
含
ま
れ
て
い

る
か
ら
。
な
お
、〝
追
い
か
け

接
種
〟
は
自
費
と
な
る
）。
そ
こ

で
、
母
親
も
娘
と
一
緒
に
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
す
る
と
い
う
選
択

肢
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

し
か
し
な
が
ら
積
極
的
な
接

種
勧
奨
が
行
わ
れ
て
い
な
い
現

在
、
接
種
率
は
１
％
未
満
に
留

も
広
げ
、
４
価

ワ
ク
チ
ン
を
承

認
し
た
。

　

日
本
で
は
女

子
の
み
接
種
対

象
だ
が
、
海
外

で
は
男
女
と
も

に
接
種
対
象
で

あ
る
こ
と
が
珍

し
く
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
男
性

に
も
感
染
し
、

咽
頭
が
ん
、
肛

門
が
ん
、
陰
茎

が
ん
な
ど
を
引

き
起
こ
す
か
ら

だ
。
ま
た
最
新
の
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
発

表
に
よ
る
と
、
若
年
層
は
２
回

接
種
で
十
分
な
免
疫
が
得
ら
れ

る
と
し
、
海
外
で
は
そ
の
見
解

に
準
ず
る
国
も
あ
る
が
、
日
本

で
は
今
の
と
こ
ろ
３
回
接
種
が

一
般
的
で
あ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
２
ヵ
国
で
最
も
特
筆
す
る

べ
き
は
、
70
％
を
超
え
る
高
い

接
種
率
で
あ
り
、
そ
れ
が
子
宮

頸
が
ん
の
罹
患
率
、
死
亡
率
の

低
下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
２
０
２

８
年
、
人
口
10
万
人
あ
た
り
４

例
未
満
と
い
う
年
間
罹
患
率
の

シ
ナ
リ
オ
が
描
か
れ
、
子
宮
頸

が
ん
の
な
い
未
来
が
現
実
味
を

帯
び
て
き
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
前
に 

リ
ス
ク
と
相
談
先
を
把
握

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に

起
こ
り
得
る
軽
度
な
副
反
応
は
、 

接
種
部
位
の
痛
み
、
腫
れ
、
赤

み
な
ど
が
最
も
多
く
（
50
％
以

上
）、
こ
う
し
た
症
状
は
一
般

的
に
２
週
間
以
内
に
自
然
治
癒

す
る
。
重
篤
な
副
反
応
を
見
る

と
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
出
る

ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
は
約
96
万

接
種
に
１
回
、
手
足
の
神
経
障

害
が
生
じ
る
ギ
ラ
ン
・
バ
レ
ー

症
候
群
、
頭
痛
や
嘔
吐
が
起
こ

る
急
性
散
在
性
脳
脊
髄
炎
は
約

４
３
０
万
接
種
に
１
回
、
外
傷

が
き
っ
か
け
で
慢
性
的
な
痛
み

が
生
ず
る
複
合
性
局
所
疼
痛
症

候
群
は
約
８
６
０
万
接
種
に
１

回
の
頻
度
で
報
告
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
、
ワ
ク

チ
ン
の
成
分
で
は
な
く
注
射
の

刺
激
に
よ
る
自
律
神
経
の
乱
れ

が
原
因
と
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

報
道
を
見
る
と
重
篤
な
副
反

応
が
頻
発
し
て
い
る
印
象
を
受

け
る
が
、
発
症
は
非
常
に
稀
で

あ
り
、
重
軽
度
を
問
わ
ず
他
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
も
起
こ
り
得

る
た
め
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
特

別
に
危
険
視
す
る
必
要
は
な
い
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
心
配
事

が
あ
れ
ば
接
種
し
た
医
師
に
相

談
す
る
か
、
厚
生
労
働
省
に
よ

る
感
染
症
・
予
防
接
種
相
談
窓

口
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て
い

る
。
ま
た
発
症
者
を
支
え
る
医

療
機
関
と
し
て
、
全
国
に
、
協

力
医
療
機
関
85
施
設
と
専
門
医

療
機
関
24
大
学
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

ま
り
、
予
防
手
段
が
あ
り
な
が

ら
も
ど
か
し
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。

海
外
で
は
子
宮
頸
が
ん
の 

な
い
未
来
が
具
体
化

　

海
外
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
事

情
を
見
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、

北
欧
な
ど
の
国
々
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
い

ち
早
く
開
始
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
は
、
12
～
13
歳
の
男
女
共

に
ワ
ク
チ
ン
を
定
期
接
種
と
し

た
。

　

日
本
で
承
認
さ
れ
て
い
る
ワ

ク
チ
ン
は
、16
型
、18
型
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
２
価
ワ
ク
チ
ン

と
、
16
型
と
18
型
に
加
え
、
尖

圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
の
原
因
と
な

る
６
型
、
11
型
に
対
す
る
４
価

ワ
ク
チ
ン
だ
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
で
は
予
防
効
果
が
よ
り
高

い
９
価
ワ
ク
チ
ン
（
6
・
11
・

16
・
18
・
31
・
33
・
45
・
52
・

58
型
対
応
）が
使
わ
れ
て
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
２
０
１
９
年
９

月
か
ら
12
歳
～
13
歳
の
女
子
の

み
だ
っ
た
接
種
対
象
を
男
子
に

増え続ける子宮頸がん
唯一の予防策

HPVワクチン接種を考える
神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会　
１
月
例
会

が
ん
教
育
の
こ
れ
ま
で
と
今
後
の
展
開

�

神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
所　

医
学
博
士　

片
山　

佳
代
子

「
保
健
室
」　�

真
鶴
町
立
ま
な
づ
る
小
学
校　

物
部　

貴
代

『
事
業
年
報
』『
予
防
医
学
』発
刊
の
お
知
ら
せ

２面４面
信
頼
で
き
る
情
報
を
も
と
に

効
果
と
副
反
応
の
両
側
か
ら
検
討

表１　HPVワクチンに関するこれまでの経緯

2010年10月 予防接種部会意見書にてHPVワクチンの定期接
種化を検討すべきと提言

2013年４月 予防接種法改正によりHPVワクチンの定期接種
化

2013年５月 HPVワクチンとの因果関係が否定できない副反
応の疑いが報告される

2013年６月 HPVワクチンの積極的な接種勧奨を一時中止

2014年１月 厚生労働省が副反応は「心身の反応」と発表

2014年８月 厚生労働省が副反応の疼痛と運動障害に対する対
策の強化を発表

2020年現在 積極的な接種勧奨の中止を継続。希望者は無料接
種が可能

〈参考資料〉厚生労働省「HPVワクチンに関するこれまでの経緯及び対応」

図１　子宮頸がん死亡率（年次推移）

資料：国立がん研究センターがん対策情報センター「がん登録・統計」
Source：Cancer Information Services, National Cancer Center, Japan
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口
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数

第
５
回　
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー

ア
ル
コ
ー
ル
と
健
康
障
害

�

久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
部
部
長　

横
山　

顕

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
横
浜
金
沢
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
２
０
２
０
年
度
の
活
動



　
働
く
人
の
健
康
の
保
持
・
増

進
を
経
営
的
な
視
点
で
捉
え
る

「
健
康
経
営
」
は
、
昨
今
の
働

き
手
の
高
年
齢
化
や
人
手
不
足

な
ど
企
業
経
営
を
め
ぐ
る
諸
課

題
を
解
決
し
う
る
重
要
な
戦
略
。

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
横
浜
金
沢

（
横
浜
市
金
沢
区
）
を
中
心
と

し
た
企
業
集
積
地
域
に
お
け
る

中
小
企
業
等
の
健
康
経
営
の
普

及
促
進
」
を
目
的
に
、
平
成
30

年
７
月
、
横
浜
で
２
番
目
の
拠

点
と
し
て
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
横

浜
金
沢
ウ
エ
ル
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
」
が
横
浜
市
金
沢
区
鳥
浜

の
当
協
会
集
団
検
診
セ
ン
タ
ー

内
に
発
足
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
当
協
会
が
運

営
母
体
と
な
り
、
横
浜
市
経
済

局
の
「
健
康
経
営
支
援
拠
点
モ

デ
ル
事
業
」
と
し
て
、
横
浜
市

経
済
局
・
健
康
福
祉
局
、
横
浜

市
立
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
地

元
企
業
の
健
康
経
営
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
０
年
度
の
主
な
活
動

①
出
張
健
康
セ
ミ
ナ
ー

 

各
社
の
課
題
に
あ
わ
せ
た
健

康
支
援
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や

研
修
を
直
接
、
職
場
や
指
定
の

場
所
で
行
い
ま
す
。
集
合
研
修

の
１
コ
マ
と
し
て
、
ま
た
、
健

康
づ
く
り
活
動
の
一
環
と
し

て
、
専
門
の
講
師
や
ト
レ
ー

ナ
ー
を
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

②
健
康
相
談

　
社
員
の
健
康
管
理
の
進
め
方
、 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
や
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
な
ど
、
産
業
保

健
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で

あ
る
産
業
医
・
産
業
保
健
師
が

無
料
で
相
談
に
応
え
ま
す
。
ま

た
、
横
浜
市
健
康
経
営
認
証
制

度
取
得
の
た
め
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
も
お
受
け
し
ま
す
。

③
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
健
康
経
営

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
６
月
～
８
月
は
毎

月
１
回
、
健
康
経
営

を
進
め
た
い
、
こ
れ

か
ら
健
康
経
営
に
取

り
組
ん
で
み
た
い
と

考
え
て
い
る
地
元
企

業
の
方
々
と
セ
ミ

ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。

　
詳
細
は
セ
ン
タ
ー

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

第
５
回
か
な
が
わ
健
康
支
援
セ
ミ
ナ
ー
が
、
２
月
13
日
、
グ

ラ
ン
ベ
ル
横
浜
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
30
年
以
上
、
約
２
万
人

の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
患
者
を
診
て
き
た
経
験
と
研
究
を
も
と

に
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
障
害
や
依
存
症
に
な
る
前
に
防

ぐ
方
法
な
ど
に
つ
い
て
国
立
病
院
機
構
久
里
浜
医
療
セ
ン
タ
ー

臨
床
研
究
部
部
長
の
横
山
顕
医
師
が
講
演
し
た
。
参
加
者
は
、

産
業
保
健
に
携
わ
る
保
健
師
や
看
護
師
な
ど
67
団
体
76
人
。

　
過
度
の
飲
酒
は 

　
発
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
よ
る
健
康
障

害
は
全
身
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
で
現
れ
る
。
厚
生
労
働
省
が

策
定
し
た
「
健
康
日
本
21
」
に

よ
る
と
、
飲
酒
を
し
て
顔
が
赤

く
な
ら
な
い
男
性
の
「
節
度
あ

る
適
度
な
飲
酒
量
」
は
１
日
ア

ル
コ
ー
ル
20
ｇ
で
、
ビ
ー
ル
な

ら
ロ
ン
グ
缶
１
本
、
日
本
酒
で

は
１
合
が
目
安
に
な
る（
表
）。 

ア
ル
コ
ー
ル
中
の
エ
タ
ノ
ー
ル
、 

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
は
発
が

ん
性
の
十
分
な
証
拠
が
あ
り
、

日
本
人
の
場
合
、口
腔
、咽
頭
、

食
道
、
胃
、
大
腸
、
肝
臓
、
喉

頭
、
乳
、
前
立
腺
と
い
っ
た
部

位
の
発
が
ん
が
飲
酒
量
と
関
係

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

毎
日
40
ｇ
以
上
を
飲
酒
し
て

い
る
と
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

が
高
く
な
り
、
１
日
60
ｇ
以
上

の
多
量
飲
酒
者
は
ア
ル
コ
ー
ル

に
ま
つ
わ
る
問
題
を
た
び
た
び

引
き
起
こ
し
て
い
る
。
飲
酒
と

と
も
に
喫
煙
も
健
康
に
大
き
く

関
わ
っ
て
お
り
、
１
日
の
本
数

×
喫
煙
年
数
が
６
０
０
以
上
喫

煙
す
る
飲
酒
者
は
、
飲
酒
・
喫

煙
習
慣
の
な
い
人
と
比
べ
、
下

咽
頭
・
食
道
が
ん
に
な
る
リ
ス

ク
が
30
倍
以
上
に
も
な
る
。

　
が
ん
を
予
防
す
る
た
め
に 

　
心
が
け
た
い
こ
と

　

長
生
き
と
飲
酒
量
の
相
関
で

い
う
と
、
月
に

３
回
ま
で
の

「
と
き
ど
き
飲

む
人
」
が
長
寿

で
あ
る
。
ま
た

多
量
飲
酒
の
人

も
、
休
肝
日
を

週
１
〜
２
日
設

け
る
と
が
ん
や

脳
卒
中
の
リ
ス

ク
を
低
減
で
き

る
こ
と
が
デ
ー

タ
で
示
さ
れ
、

休
肝
日
の
有
効

性
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。飲
酒
、

喫
煙
習
慣
の
あ

る
人
が
、
が
ん

を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
咽
頭

や
食
道
の
詳
し
い
観
察
を
含
め

た
内
視
鏡
検
査
と
検
便
に
よ
る

大
腸
が
ん
検
診
を
毎
年
受
け
る

こ
と
、
肝
硬
変
が
あ
れ
ば
年
３

回
の
超
音
波
エ
コ
ー
と
年
１
回

の
Ｃ
Ｔ
検
査
も
加
え
て
欲
し
い
。

　

断
酒
、禁
煙
で
き
な
い
人
が
、

日
常
的
に
気
を
つ
け
た
い
の
は

野
菜
、
く
だ
も
の
を
毎
日
食
べ

る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
だ
。
１

日
１
０
０
ｇ
摂
取
す
る
こ
と

で
、
１
日
１
合
以
上
飲
酒
し
て

い
る
人
の
食
道
が
ん
の
リ
ス
ク

は
18
％
減
少
す
る
。
ま
た
大
腸

が
ん
予
防
に
運
動
が
良
い
こ
と

は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
飲
酒
だ
け
で
は
な
く
喫

煙
、
食
生
活
、
運
動
な
ど
生
活

ス
タ
イ
ル
全
体
を
見
直
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は 

　
命
を
脅
か
す

　

現
在
日
本
に
は
約
１
０
７
万

人
の
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
者
が

い
る
が
、
病
院
を
受
診
し
て
い

る
の
は
わ
ず
か
６
万
人
で
あ

る
。
ま
た
多
量
飲
酒
者
は
２
５

０
万
人
存
在
す
る
。
依
存
症
に

な
る
と
高
血
圧
や
脳
出
血
な
ど

の
脳
循
環
器
系
疾
患
、
骨
粗

し
ょ
う
症
や
骨
折
な
ど
の
骨
・

関
節
・
筋
疾
患
、
脳
萎
縮
、
慢

性
硬
膜
下
血
腫
な
ど
の
脳
・
神

経
障
害
と
い
っ
た
リ
ス
ク
が
高

ま
る
。

　

ま
た
当
セ
ン
タ
ー
の
例
で

も
、
退
院
後
４
年
で
亡
く
な
っ

た
人
の
70
％
は
断
酒
で
き
な
い

人
で
あ
っ
た
。
多
量
飲
酒
を
続

け
る
と
原
因
不
明
で
急
死
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
。
こ
れ
は
飲
む

と
食
べ
な
い
た
め
に
栄
養
不
足

に
陥
り
、
高
度
の
脂
肪
肝
を
伴

う
代
謝
の
異
常
で
、意
識
障
害
、

ア
ル
コ
ー
ル
性
血
糖
、
低
カ
リ

ウ
ム
血
症
な
ど
も
要
因
に
な
る
。

　
肝
障
害
に
早
め
に
気
づ
い
て 

　
適
切
に
対
処
す
る

　

多
量
飲
酒
を
続
け
て
い
る
人

は
肝
障
害
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
が
、
そ
こ
で
適
切
な
処
置
、

対
応
を
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

自
分
で
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に

肝
硬
変
に
な
っ
て
い
る
場
合
で

も
、
断
酒
を
す
れ
ば
肝
臓
は
再

生
し
て
い
く
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
は
黄

疸
、発
熱
、腹
水
な
ど
の
症
状
が

あ
る
が
、
ま
ず

朝
の
尿
が
ウ
ー

ロ
ン
茶
の
よ
う

な
茶
色
に
な
っ

た
ら
肝
炎
だ
と

判
断
し
て
病
院

で
診
察
を
受
け

て
欲
し
い
。
ま

た
肝
障
害
で
わ

か
り
や
す
い
の

は
、「
手
掌
紅
斑
」 

と
い
う
手
の
ひ

ら
が
赤
く
な
っ

て
い
る
人
、
こ

れ
は
長
年
肝
臓

を
壊
し
て
い
る

状
態
だ
。
ま
た

胸
の
あ
た
り
に

小
さ
な
ク
モ
の

巣
の
よ
う
な
血

管
が
出
て
く
る
「
ク
モ
状
血
管

腫
」
の
あ
る
人
、
あ
る
い
は
男

性
な
の
に
乳
房
が
女
性
化
し
て

い
る
人
は
肝
硬
変
で
あ
る
。

　
依
存
症
に
な
る
前
に 

　
周
囲
が
働
き
か
け
る

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
る

前
に
量
を
減
ら
し
た
ほ
う
が
い

い
の
は
、
毎
週
の
飲
酒
量
が

ビ
ー
ル
ロ
ン
グ
缶
で
男
性
14
本

（
ア
ル
コ
ー
ル
量
２
８
０
ｇ
）、

女
性
７
本
（
同
１
４
０
ｇ
）
を

超
え
て
い
て
、
高
血
圧
や
肝
臓

病
な
ど
健
康
に
悪
影
響
が
出
て

い
る
人
で
あ
る
。
飲
み
過
ぎ
頻

度
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ル
コ
ー

ル
症
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス

ト
「
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
を
実
施
し

て
、
８
点
以
上
で
あ
れ
ば
、
周

囲
の
人
間
が
減
酒
さ
せ
る
た
め

に
簡
易
介
入
す
る
こ
と
を
お
す

す
め
し
た
い
。

　

簡
易
介
入
と
は
、
ま
ず
、
簡

単
な
目
標
、
例
え
ば
無
理
の
な

い
具
体
的
な
飲
酒
量
や
休
肝
日

の
目
標
を
設
け
る
こ
と
だ
。
次

に
、
毎
日
の
飲
酒
量
を
記
録
し

た
飲
酒
日
記
を
つ
け
る
こ
と
。

こ
の
２
つ
を
実
施
す
る
だ
け
で

減
酒
で
き
た
、
と
い
う
事
例
は

多
い
（
図
）。

　

ま
た
減
酒
を
支
援
す
る
ポ
イ

ン
ト
は
、
当
人
が
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
を
褒
め
る
、
一
定
期
間

禁
酒
期
間
を
設
け
て
ア
ル
コ
ー

ル
耐
性
を
下
げ
る
、
１
回
の
指

導
効
果
は
３
ヵ
月
間
ま
で
と

い
っ
た
点
に
も
配
慮
し
た
い
。

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
渡
す
だ
け
で
減
酒
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
の
で
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
介
入
ツ
ー
ル
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
活
用
し
て

欲
し
い
。

横山医師

〜賢い付き合い方は〜
アルコールと健康障害

第５回かながわ健康支援セミナー

純エタノールg＝濃度%×量ml×0.8

厚労省健康日本２１
赤くならない男性の「節度ある適度な飲酒量」

アルコール20gは概ね

ビール類　　　　　　　５% 　　500ml
缶チューハイ　　　　　７%　　350ml
ワイン　　　　　　　　12%　　200ml
日本酒　　　　　　　　15%　　180ml
焼酎　　　　　　　　　25%　　120ml
ウイスキーシングル　　40%　　２杯

ストロング系缶チューハイ９% 500mlは36g

表

図 簡易介入の効果
過去 7日間の飲酒量（×10gアルコール）

＊＊Ｐ<0.01．　介入前との比較．

12
17
22
27
32
37
42 39.52

31.11

35.86

介入前

×10ｇ

３ヵ月後 ６ヵ月後 12ヵ月後

28.48

33.82

16.93** **
17.17 **

17.41

介入群
非介入群

2020年度の活動

LINKAI 横浜金沢
ウエルネスセンター
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ど
ち
ら
が
受
け
る
べ
き
？
」。

正
解
は
「
健
康
な
人
」。
症
状

が
出
て
い
な
い
状
態
で
定
期
的

に
検
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
が

ん
を
早
期
に
発
見・治
療
で
き
、

が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
下
げ
る

と
い
う
検
診
の
目
的
を
指
導
し

た
。

　

ま
た
、
が
ん
検
診
の
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
は
救
命
効
果
だ
が
、

が
ん
検
診
は
万
能
で
は
な
く
、

過
剰
診
断
や
偽
陽
性
に
よ
る
不

必
要
な
治
療
や
検
査
を
招
く
こ

と
も
あ
る
な
ど
検
診
の
デ
メ

リ
ッ
ト
も
伝
え
て
い
る
。
日
本

の
検
診
受
診
率
は
未
だ
伸
び
悩

ん
で
い
る
が
、
が
ん
教
育
を

行
っ
た
児
童
に
「
将
来
、
が
ん

検
診
を
受
け
る
か
」
と
い
う
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結
果
、「
受

け
る
」
と
答
え
た
数
が
教
育
を

行
う
前
よ
り
増
加
し
て
い
る
。

が
ん
教
育
を
行
っ
た
児
童
の
保

護
者
も
検
診
意
識
が
高
ま
り
、

児
童
へ
の
介
入
は
本
人
だ
け
で

な
く
保
護
者
や
教
員
、
そ
し
て

次
世
代
に
も
好
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。

が
ん
と
ど
う
付
き
合
う
か

対
応
力
を
養
う
教
育
を

　

が
ん
教
育
の
内
容
は
多
岐
に

わ
た
る
が
、
知
識
の
詰
め
込
み

で
あ
っ
て
は
意
味
が
な
い
。
片

山
先
生
は
、「〝
が
ん
を
教
え
る
〟

か
ら
、〝
が
ん
で
教
え
る
〟
健

康
教
育
」
へ
の
意
識
の

転
換
が
必
要
だ
と
い

う
。
も
ち
ろ
ん
、
エ
ビ

デ
ン
ス
の
あ
る
最
新
の

資
料
を
使
い
正
し
い
知

識
を
得
る
こ
と
は
大
切

だ
が
、
最
も
目
を
向
け

る
べ
き
は
、
家
族
や
自

分
が
将
来
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
と
き
適
切
に
行

動
で
き
る
「
が
ん
と
の

共
生
力
」。
そ
し
て
、

玉
石
混
交
の
が
ん
情
報

か
ら
科
学
的
根
拠
の
あ

る
情
報
を
取
捨
選
択
で

き
る
「
リ
テ
ラ
シ
ー
」

せ
ば
１
０
０
％
が
ん
を
予
防
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
。
生
活
習

慣
で
予
防
し
に
く
い
が
ん
も
あ

る
た
め
、
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
つ
な
げ
る
「
検
診
」
の
大

切
さ
を
伝
え
る
こ
と
も
必
要

だ
。
先
生
は
検
診
指
導
の
際
、

児
童
に
こ
ん
な
質
問
を
投
げ
か

け
る
。「
が
ん
検
診
は
、
健
康

な
人
と
自
覚
症
状
が
あ
る
人
、

　

平
成
19
年
に
施
行
さ
れ
た
が

ん
対
策
基
本
法
は
、「
が
ん
対

策
推
進
基
本
計
画
」
に
沿
っ
て

進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
10
年
間

で
が
ん
の
年
齢
調
整
死
亡
率
を

20
％
減
ら
す
と
い
う
目
標
の
達

成
は
見
込
め
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
厚
生
労
働
省
が
中
心
と
な
り

「
が
ん
対
策
加
速
化
プ
ラ
ン
」

を
立
て
、
死
亡
率
減
少
の
た
め

に
力
を
入
れ
る
べ
き
「
予
防
」

「
治
療
と
研
究
」「
が
ん
と
の

共
生
」
の
３
分
野
で
具
体
策
を

発
表
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
推
し
進
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
義
務
教
育
の
段
階

か
ら
が
ん
教
育
を
行
う
こ
と
が

大
切
と
考
え
ら
れ
、
今
「
学
校

に
お
け
る
が
ん
教
育
」
が
重
要

視
さ
れ
て
い
る
。

生
活
習
慣
の
改
善
指
導
に

養
護
教
諭
の
関
わ
り
を
期
待

　

文
部
科
学
省
が
取
り
組
む
が

ん
教
育
は
、
が
ん
に
つ
い
て
の

正
し
い
理
解
、
そ
し
て
、
健
康

と
命
の
大
切
さ
を
主
体
的
に
考

え
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。
が
ん
教
育

の
具
体
的
な
内
容
は
、
①
が
ん

と
は 

②
が
ん
の
種
類
と
そ
の

経
過 

③
わ
が
国
の
が
ん
の
状

況　

④
が
ん
の
予
防 

⑤
が
ん

の
早
期
発
見
・
が
ん
検
診 

⑥

が
ん
の
治
療
法 

⑦
が
ん
治
療

に
お
け
る
緩
和
ケ
ア 

⑧
が
ん

患
者
の
生
活
の
質 

⑨
が
ん
患

者
へ
の
理
解
と
共
生
の
9
項

目
。
し
か
し
、
が
ん
教
育
を
実

践
す
る
に
あ
た
り
、
多
忙
な
教

の
負
担
増
を
避
け
る
た
め

に
も
、
複
数
の
教
員
間
で

の
連
携
や
外
部
講
師
の
活

用
を
計
る
な
ど
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
必

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
⑥
や
⑨
の
指
導

は
、
医
療
者
や
が
ん
サ
バ

イ
バ
ー
な
ど
外
部
講
師
の

活
用
が
望
ま
し
い
。

　

文
科
省
が
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
外
部
講

師
を
活
用
し
た
学
校
は

「
健
康
と
命
の
大
切
さ
に

つ
い
て
主
体
的
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
２
０
５
６
校
が

回
答
し
、
76
・
８
％
と
最
も
多

く
、
効
果
的
な
学
習
効
果
が
得

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
関
東
地

方
で
が
ん
教
育
に
外
部
講
師
を

進
め
る
の
が
ベ
ス
ト
」
だ
と
い

う
。「
予
防
」
で
は
、例
え
ば
、

日
本
人
に
お
け
る
が
ん
要
因
の

４
分
の
１
を
占
め
る
タ
バ
コ
の

害
、ア
ル
コ
ー
ル
と
肝
臓
が
ん
、

塩
分
過
多
と
胃
が
ん
、
が
ん
全

体
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
な
ど
、

生
活
と
が
ん
の
関
連
性
に
つ
い

て
触
れ
る
。
ま
た
、
食
生
活
の

改
善
に
つ
い
て
は
養
護
教
諭
の

活
躍
も
期
待
さ
れ
る
。
が
ん
は

生
活
習
慣
の
乱
れ
が
引
き
金
に

な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
導

し
、
子
ど
も
た
ち
自
身
や
家
族

の
生
活
を
振
り
返
り
、
ク
ラ
ス

内
で
意
見
交
換
し
て
予
防
意
識

を
高
め
る
た
め
の
教
材
と
し
て

考
え
て
み
る
と
い
い
。

　

し
か
し
、
生
活
習
慣
を
見
直

活
用
し
て
い
る
学
校
の
割
合
を

調
査
し
た
と
こ
ろ
（
表
）、
神

奈
川
県
は
３
・
８
％
と
低
く
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
課
題
が
残
る
の
も
事
実
だ
。

　

片
山
先
生
は
、
教
育
現
場
に

出
向
き
前
述
し
た
９
項
目
を

ベ
ー
ス
に
が
ん
教
育
を
行
っ
て

お
り
、
ま
ず
「『
予
防
』
か
ら

始
め
、
次
に
『
検
診
』
の
順
で

員
現
場
で
働
く
教
員
が
、
疫
学

や
腫
瘍
学
な
ど
を
含
む
専
門
分

野
を
網
羅
し
、
理
解
す
る
こ
と

は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

１
人
の
が
ん
教
育
担
当
者
へ

な
ど
、
が
ん
と
向
き
合
う
「
意

識
」
を
磨
く
が
ん
教
育
の
普
及

が
大
切
だ
と
語
っ
た
。

　
「
が
ん
教
育
は
、
が
ん
の
予

防
法
や
検
診
を
学
ぶ
の
が
ゴ
ー

ル
で
は
な
い
。
が
ん
と
対
峙
し

た
と
き
、
ど
う
考
え
、
ど
う
意

思
決
定
す
る
か
。
そ
れ
を
子
ど

も
の
う
ち
か
ら
自
分
で
考
え
、

行
動
で
き
る
力
を
育
む
。
そ
ん

な
教
育
の
題
材
と
し
て
『
が
ん

教
育
』
を
考
え
て
ほ
し
い
」
と

結
ん
だ
。

　
神
奈
川
学
校
保
健
研
究
会
の
1
月
例
会
が
1
月
25
日
、
当
協
会

で
開
催
さ
れ
た
。
神
奈
川
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
所
が
ん

教
育
・
サ
バ
イ
バ
ー
シ
ッ
プ
支
援
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
主
任
研
究
員
の

片
山
佳
代
子
先
生（
写
真
）を
迎
え
て
「
が
ん
教
育
の
こ
れ
ま
で
と

今
後
の
展
開
～
子
ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
る
の
か
」を
テ
ー
マ
に
、

が
ん
教
育
の
実
際
と
展
望
を
う
か
が
っ
た
。
会
員
ら
県
内
の
養
護

教
諭
8
人
が
参
加
し
た
。

がん教育のこれまでと
� 今後の展開

　

ま
な
づ
る
小
学
校
は
海
と

山
に
囲
ま
れ
て
い
て
豊
か
な

自
然
と
温
か
い
地
域
の
方
々

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
１
９
９

人
の
児
童
が
元
気
に
通
学
し

て
い
ま
す
。
学
校
か
ら
眺
め

る
景
色
が
と
て
も
き
れ
い

で
、
絶
景
ポ
イ
ン
ト
が
い
く

つ
か
あ
り
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。

　

本
校
は
縦
割
り
班
活
動
が

盛
ん
な
こ
と
も
あ
り
、
全
校

児
童
が
と
て
も
仲
良
く
遊
ん

で
い
る
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

朝
の
時
間
や
休
み
時
間
は
運

動
場
で
元
気
に
遊
ん
で
い
る

児
童
が
多
く
、
上
学
年
が
け

が
を
し
た
下
学
年
を
保
健
室

に
手
を
引
き
な
が
ら
連
れ
て

来
て
く
れ
て
、「
大
丈
夫
？
」

と
優
し
く
言
葉
を
か
け
て
い

る
姿
は
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し

い
で
す
。

　

ま
た
、
５
、
６
年
生
の
委

員
会
活
動
で
は
、
学
校
保
健

委
員
会
に
向
け
て
一
生
懸
命

に
活
動
し
ま
す
。今
年
は「
健

康
な
足
」
に
つ
い
て
全
校
で

取
り
組
み
ま
し
た
。
10
人
の

保
健
委
員
が
、
全
校
児
童
に

健
康
課
題
を
伝
え
、
ど
ん
な

取
り
組
み
が
い
い
か
を
考
え

て
活
動
し
て
い
る
姿
は
と
て

も
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
学
校
保
健
委
員
会
の
当

日
は
、
し
っ
か
り
と
出
席
者

の
前
で
発
表
し
ま
す
。

　

保
健
室
の
来
室
児
童
は
そ

ん
な
に
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
保
健
室
に
来
室
し
た
児

童
が
ほ
っ
と
一
息
つ
け
、
安

心
す
る
こ
と
が
で
き
る
保
健

室
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
の
方
が
子
ど
も
た
ち
か

ら
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す

が
、
日
々
子
ど
も
た
ち
の
成

長
を
願
い
、
応
援
す
る
気
持

ち
を
こ
め
て
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
い
」
の
声
か
け
と
笑
顔

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

真鶴町立まなづる小学校
養護教諭

物
も の

部
べ

 貴
た か

代
よ

保健室

が
ん
を
教
え
る
、
か
ら

�

「
が
ん
で
教
え
る
」

神奈川学校保健研究会

がんを防ぐための新12か条

出典：「がんを防ぐための新12か条」（神奈川県がん教育教材より抜粋）

県名 全体 小学校 中学校 高等学校
がん教育
実施校数

外部講師
活用校数 割合（％） がん教育

実施校数
外部講師
活用校数 割合（％） がん教育

実施校数
外部講師
活用校数 割合（％） がん教育

実施校数
外部講師
活用校数 割合（％）

埼玉県 1,389 126 9.1 780 71 9.1 414 39 9.4 195 16 8.2
千葉県 643 51 7.9 273 29 10.6 255 19 7.5 115 3 2.6
東京都 1,494 220 14.7 787 144 18.3 514 68 13.2 193 8 4.1
神奈川県 1,117 42 3.8 594 24 4.0 366 11 3.0 157 7 4.5
新潟県 467 42 9.0 228 20 8.8 163 17 10.4 76 5 6.6

H29年度　がん教育の実施状況調査

１条 たばこは吸わない

２条 他人のたばこの煙をできるだけ避ける

３条 お酒はほどほどに

４条 バランスのとれた食生活を

５条 塩辛い食品は控えめに

６条 野菜や果物は豊富に

７条 適度に運動

８条 適切な体重維持

９条 ウイルスや細菌の感染予防と治療

10条 定期的ながん検診を

11条 身体の異常に気がついたら、すぐに受診を

12条 正しいがん情報でがんを知ることから

表　がん教育を実施した際に外部講師を活用したか



健 康 か な が わ （毎月１回・15日発行） （４）第６２４号令和２年３月１５日

（1）�時間単位又は半日単位の年次有給休暇制度を
整備していること。

（2）傷病・病気休暇制度を整備していること。
（3）�短時間勤務制度、時差出勤制度、失効年次有

給休暇積立制度、在宅勤務制度、フレックス
タイム制度のいずれか 1つ以上の制度を整備
していること。

3つ満たしている場合＝プラチナ、2つ満たしている場
合＝ゴールド、1つ満たしている場合＝スタンダード

個人情報の取り扱いについて
　当協会では、本紙を送付している皆様につ
いて、送付に必要な情報（氏名・住所・所属
など）を送付名簿として保持しております。
　この個人情報は当協会の個人情報保護方針
に基づき、厳重な管理のもとに運用しており
ます。その上で、今後も継続して送付したい
と考えております。送付名簿から削除・訂正
を希望される場合には、健康創造室企画課
（☎045−641−8505）までご連絡ください。

　

神
奈
川
県
は
今
年
１
月
、
が
ん
治
療
を
受
け
な
が
ら
働
く

こ
と
が
で
き
る
休
暇
や
勤
務
制
度
を
整
備
し
て
い
る
企
業
を

「
か
な
が
わ
治
療
と
仕
事
の
両
立
推
進
企
業
」と
認
定
す
る
制

度
を
創
設
し
た
。
全
国
に
先
駆
け
て
、
県
が
先
頭
に
立
ち
、

「
働
き
た
い
」と
い
う
希
望
を
持
つ
が
ん
患
者
を
支
援
す
る
。

　

が
ん
と
診
断
さ
れ
る
人
は

年
々
増
加
し
、
厚
生
労
働
省
の

平
成
28
年
の
調
査
に
よ
る
と
年

間
約
99
万
５
千
人
。
日
本
人
の

２
人
に
１
人
が
生
涯
の
う
ち
に

が
ん
に
罹
患
す
る
。
近
年
、
化

学
療
法
や
放
射
線
治
療
な
ど
が

進
み
、
が
ん
は
外
来
治
療
が
中

心
と
な
り
、
病
院
に
通
院
し
て

治
療
を
続
け
な
が
ら
長
く
付
き

合
う
病
気
に
変
わ
っ
て
き
た
。

厚
労
省
の
調
査
で
は
仕
事
を
し

な
が
ら
が
ん
治
療
を
し
て
い
る

人
は
約
36
万
５
千
人
。
神
奈
川

県
の
状
況
を
み
て
み
る
と
、
が

ん
に
罹
患
し
た
人
は
27
年
で
約

６
万
人
。
そ
の
う
ち
３
割
が
働

く
世
代
と
い
う
。

　

一
方
、
が
ん
に
か
か
っ
た
た

め
に
仕
事
を
辞
め
る
人
も
少
な

く
な
い
。「
２
０
１
３　

が
ん

体
験
者
の
悩
み
や
負
担
等
に
関

す
る
実
態
調
査
」
に
よ
る
と
、

が
ん
に
か
か
っ
た
人
の
３
割
以

上
の
人
が
離
職
し
て
い
た

（
図
）。
離
職
理
由
を
み
る
と

「
仕
事
を
続
け
る
自
信
が
な
く

な
っ
た
」「
会
社
や
同
僚
に
迷

惑
を
か
け
る
」「
治
療
に
必
要

な
休
み
を
と
る
こ
と
が
難
し

目
を
満
た
す
と「
プ
ラ
チ
ナ
」、

２
つ
だ
と
「
ゴ
ー
ル
ド
」、
1

つ
だ
と
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
」
と

な
る
。
認
定
を
受
け
る
と
県
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す

る
ほ
か
、
自
社
の
広
報
に
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
使
用
で
き
る
。

県
が
ん・疾
病
対
策
課
で
は「
県

が
率
先
し
て
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
の
多

く
の
企
業
に
治
療
と
仕
事
の
両

立
支
援
の
必
要
性
を
理
解
し
て

い
た
だ
き
、
が
ん
患
者
の
方
が

治
療
を
受
け
な
が
ら
働
く
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
休
暇
制
度
等

を
整
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

話
す
。
こ
れ
か
ら
治
療
と
仕
事

の
両
立
に
資
す
る
休
暇
制
度
等

を
整
え
た
い
企
業
は
神
奈
川
産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎

０
４
５-

４
１
０-

１
１
６
０
）

で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
る
。

認
定
の
問
い
合
せ
は
県
同
課

☎
０
４
５-

２
１
０-

５
０
１
５
へ
。

『健康かながわ』は、
当協会のホームページからも
ご覧になることができます

『予防医学』『事業年報』は当協会のＨＰからも
ご覧になれます。

表　男性喫煙者のたばこの種類

県
が
推
進
企
業
を
認
定

平
成
30
年
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

健
康
え
び
な
普
及
員
が
当
協
会

集
検
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

が
ん
治
療
と
仕
事
の
両
立

加
熱
式
た
ば
こ
若
年
層
に
浸
透

今後、WEB上で見るので郵送は不要だと思われる方
は、下記アドレスまでご連絡ください。また、『健康
かながわ』についての、ご意見・ご感想などもお寄
せください。
kenkana@yobouigaku-kanagawa.or.jp

い
」
な
ど
、
治
療

を
続
け
な
が
ら
働

く
た
め
の
制
度
や

社
内
の
理
解
が
足

り
て
い
な
い
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

今
回
、
県
が
創

設
し
た
制
度
の
認

定
基
準
は
、
表
に

あ
る
３
項
目
の
い

ず
れ
か
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
条

件
。
す
べ
て
の
項

健康かながわ

神奈川県予防医学協会　情報サービス

検索

検索

■現在も勤務している ■休職中である
■依願退職した ■解雇された
■その他

48%

10%

30%

4%8%

勤務継続
約半数

離職
34%

　

１
月
31
日
、
健
康
え
び
な
普

及
員
約
30
人
が
当
協
会
集
団
検

診
セ
ン
タ
ー
を
研
修
に
訪
れ

た
。
同
会
は
、
昭
和
53
年
に
設

立
さ
れ
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
活
動

や
海
老
名
市
独
自
で
作
っ
た
海

老
名
の
び
の
び
体
操
、
え
び
な

ロ
コ
モ
体
操
な
ど
の
普
及
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
は

研
修
の
一
環
と
し
て
、
海
老
名

市
の
が
ん
検
診
に
携
わ
る
当
協

会
を
訪
れ
た
。

　

当
日
は
、
65
年
に
わ
た
る
当

協
会
活
動
の
紹
介
の
あ
と
、
健

康
運
動
指
導
士
の
小
林
辰
也
に

よ
る
健
康
教
室
「
股
関
節
・
肩

関
節
を
動
か
し
て
姿
勢
を
改
善

す
る
」
に
参
加
し
、
実
際
に
体

を
動
か
し
た
。

　

た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
の

う
ち
、
加
熱
式
た
ば
こ
を
使
っ

て
い
る
人
が
男
性
で
３
割
、
女

性
で
２
割
超
に
上
る
こ
と
が
、

厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
「
平

成
30
年
国
民
健
康・栄
養
調
査
」

で
わ
か
っ
た
。
加
熱
式
た
ば
こ

の
使
用
状
況
を
調
べ
た
の
は
今

回
が
初
め
て
。

　

調
査
に
よ
る
と
、
た
ば
こ
を

「
毎
日
吸
っ
て
い
る
」「
時
々

吸
う
日
が
あ
る
」
と
答
え
た
喫

煙
者
の
割
合
は
男
性
が
29
・
０

％
、
女
性
は
８
・
１
％
で
、
男

性
は
前
年
よ
り
微
減
、
女
性
は

微
増
し
た
。

　

喫
煙
者
に
吸
っ
て
い
る
た
ば

こ
の
種
類
を
複
数
回
答
で
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
男
性
で
は
紙
巻
き

た
ば
こ
が
77
・
０
％
、
加
熱
式

た
ば
こ
が
30
・
６
％
、
女
性
で

は
そ
れ
ぞ
れ
84
・
９
％
、
23
・

６
％
だ
っ
た
。
年
代
別
で
は
、

加
熱
式
の
み
と
、
紙
巻
き
・
加

熱
式
を
併
用
す
る
人
を
合
わ
せ

る
と
、
男
性
で
は
30
代
が
52
・

１
％
、
20
代
が
50
・
８
％
と
半

数
を
超
え
、
40
代
も
42
・
４
％

と
い
う
結
果
だ
っ
た
（
表
）。

女
性
で
も
30
代
が
46
・
２
％
と

最
も
多
く
、
20
代
、
40
代
で
も

３
割
を
超
え
、
加
熱
式
た
ば
こ

が
若
年
層
で
広
が
っ
て
い
る
実

態
が
わ
か
っ
た
。

　

ま
た
非
喫
煙
者
に
受
動
喫
煙

に
遭
う
場
所
を
聞
く
と
「
飲
食

店
」が
36・９
％
と
最
も
多
く
、

次
い
で「
路
上
」30・９
％
、「
遊

技
場
」
30
・
３
％
、「
職
場
」

28
・
０
％
と
な
っ
て
い
た
。
今

年
４
月
か
ら
改
正
健
康
増
進
法

が
全
面
施
行
さ
れ
る
が
、
さ
ら

に
そ
の
周
知
・
啓
発
が
求
め
ら

れ
る
。

ピンクリボンかながわからのお知らせ
「よこはま花と緑のスプリングフェア2020」
日時：2020年４月10日（金）〜12日（日）　　10：00～17：00
場所：横浜公園・山下公園・日本大通り

横浜市主催の「ガーデンネックレス横浜2020」の関連イベント。ピンクリボンかながわは、横浜公園会場
で乳がんの啓発活動のブースを設置し、ご来場の方々に乳がん検診の大切さをお伝えいたします。

お問い合わせは、ピンクリボンかながわ事務局 薔 0120-406-561

『予防医学』
　今年度は「健康経営と
予防医学」をテーマとし、
総説を含め８題の論文を
収めました。

『事業年報』
　当協会の平成30年度の
事業報告。
　統計表を中心に掲載し
ております。

スマホの方は、右のＱＲコードから
ご覧になれます
お問い合わせ、ご意見は下記アドレ
スまでお願いします。

当協会の機関誌
『予防医学61号』『事業年報51号』

を発行しました

伊勢原市・日向薬師『神
し

木
ぎ

のぼり』

写真提供・神奈川新聞社
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　日本三大薬師の一つ日向薬師(伊勢原市日向)では、毎年４月15日に春季例大祭が行われます。
これは、山で修行する山伏（修験者）の姿を今に伝える数少ない伝統行事で、「かながわのまつり
50選」に選ばれています。春季例大祭で披露される『神木（しぎ）のぼり』は、伊勢原市無形民
俗文化財に指定されており、火を入れた薪木の上を行者が渡る『火床三昧（かしょうざんまい）』
とともに、古来より続く修験道の雰囲気を感じる伝統行事となっています。

kenkana@yobouigaku-kanagawa.or.jp

表　認定基準（次の項目のうち1つ以上満たしていること）

年代 紙巻き 加熱式 紙巻き・
加熱式 それ以外

20代 47.7 38.5 12.3 1.5
30代 47.9 40.7 11.4 0.0
40代 56.0 30.4 12.0 1.6
50代 66.3 20.1 10.1 3.6
60代 83.8 10.5 5.2 0.5

70代以上 97.6 0.8 0.8 0.8（%）

図　がんに羅患した人のうち
　　離職をする人は34%
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